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文教福祉委員会 

令和3年1月13日（水） 

午前9時59分～午前11時51分 

議会大会議室 

【出 席 委 員】池田正弘委員長、永渕史孝副委員長、富永明美委員、久米勝也委員、 

重田音彦委員、川崎直幸委員、嘉村弘和委員、山下明子委員 

【欠 席 委 員】なし 

【委員外議員】白倉議員、御厨議員 

【執行部出席者】なし 

【案    件】 

・佐賀県聴覚障害者サポートセンターからの意見聴取 

・聴覚障がい疑似体験 

 

○池田委員長 

 それでは皆さんおはようございます。ただいまから文教福祉委員会を開催いたします。

今年初めての委員会でございます。よろしくお願いいたします。本日カメラの取材が入っ

ておりますけども、よろしいでしょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり。） 

それでは許可したいと思います。 

今回は、実際に手話がどのように行われているかを体験するため、手話通訳の実演をし

てもらっております。発言の際には手話通訳の皆さんがそばに来られますので、それを

待って発言をしていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。それでは開

会にあたり一言御挨拶を申し上げます。 

◎池田委員長挨拶 

それでは続きまして、佐賀県聴覚障害者サポートセンター長から御挨拶を頂きたいと思

います。 

◎佐賀県聴覚障害者サポートセンター長挨拶 

○池田委員長 

 それでは議事に入りたいと思います。議事の進め方につきましては、まず、佐賀県聴覚

障害者サポートセンターのほうから資料についての説明をいただき、委員の皆さんから質

疑を受けたいと思います。次に、コミュニケーション条例についての御意見を、サポート

センターのほうにお伺いをしたいと思います。その後、聴覚障がい者の疑似体験を行った

後、サポートセンターの皆さんと文教福祉委員の意見交換という流れで進めたいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。それでは最初に、令和元年12月4日提出の要望書記

載にあります、手話言語条例に盛り込むべき事項について、5項目ありますけども、この
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ことについての説明をお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

◎佐賀県聴覚障害者サポートセンター説明 

○池田委員長 

 それではこのことについて、委員の皆様から御質疑等があればお受けしたいと思います

が、いいですか。 

○山下明子委員 

 深いお話をありがとうございます。私は手話の方たちが、聾者の方たちが手話でずっと

話しておられる中に、1人で入っていったら、自分が外国人になった気持ちになります。

それは本当に言語なのだなあということを感じるのですが、今ちょっと、少しは学ばなく

てはいけないと思って、教育テレビのＥテレのみんなの手話を録画しながら見ているので

すが、いろんな表現の仕方もあるし、それから、もうまさに、表情が見えないとこんなに

していかないとわからないものなのだなあと。すべて使った言葉だなということを、改め

て感じているのですが、そういうことをふだん誰もができないと、例えばその今の福祉の

施策だけだと、通院のときとか、買い物のときとか、役所に行くときとか、とても限られ

てしまって、24時間の生活のすべてでちゃんと表現をしたいということが、すごく行政的

に狭められてしまっているのだなというのを、そういう中でちょっと感じています。それ

で、もう何時間しかだめですよとか言われても、じゃあ残りの時間はどうするんだってい

う話に当然なっていくことで、もし自分が、言葉を発したらいけませんって、残りの半日

はしゃべったらいけませんと言われているのと同じになってしまうのだなあということだ

と思うのです。そういう感覚を共有しながら、だからちゃんと伝える必要が、伝える人が

いる必要だとか、伝える仕組みが必要だとかっていう話にしていかないと、ただ、そのと

きだけいればいいという話ではないのだなあということなのでしょうね。だから、何かそ

ういうことを、まず共有していくことが必要なのかなというのをちょっと感じました。す

いません、質問でなくて感想になるのですが。 

○佐賀県聴覚障害者サポートセンター 

 とっても核心をついて、重要な内容を言われましたけども。おっしゃるとおり、行政の

現場に来ても、窓口に1人今ここもおられますけども、通常、相談するときに必ずしもは

おられないと。だから、話したいこともなかなか話せないというのが行政の場もあらゆる

場面であります。それから、特に重要なのは医療の現場ですね。医療の現場ではお医者さ

んとか看護師さんで、手話のできる人がほとんどおりません。同行でいく、あるいは1人

で行く、家族と行くというやり方やっていますけども、うちがアンケートとった中身でも、

自分の症状をちゃんと伝えられない、ちゃんと伝わっているかどうか不安であると、とい

うのも大変多いし、それからお医者さんが、あなたの症状はこうですよと、こういうふう

に治療しますよということがちゃんとわからない、というのも非常に。もう、聾者から言

わせると、ほとんどがわからない。その次また薬の飲み方、処方。これがまたわからない
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というようなのが、命に関することで非常に多くなっています。だからもうおっしゃると

おり、あらゆる場面に、いつでもどこでもだれでもがちゃんとしゃべってくれれば、手話

ができる人がおれば、24時間限りなく対応ができるというようなことになります。特に災

害があって――、熊本大地震のときは、結局はうちみたいなサポートセンターに、聾者が

みんな集まってしまって、そこで1回いかに怖かったかというのを、手話でばっと話して

しまうと。思い切り出さないと、なかなか一旦収まらないということで、結局熊本地震の

ときは1カ月ぐらい、そういう施設の中にみんな聾者だけ集まっておったという状態もあ

りまして、もうおっしゃるとおりの状況です。 

○池田委員長 

 ほかに皆さん、ないでしょうか。 

ちょっと私から1点ですけども。冒頭、盛り込むべき事項の中でおっしゃった、手話は

障がいを補う道具ではなく、言語であり、音声言語である日本語と対等の言語であるとい

うことが述べられております。私自身もそうだったのですけども、手話というのがコミュ

ニケーションをとる道具であるというふうな、この感覚というのは、大方の方がそういっ

た感覚でいらっしゃるんじゃないかなというふうに思っているのですよね。だから、要す

るに、学校現場でも指導要領にないから、これはもう、そういった手話を学ぶ機会という

のがなかなか確保できないという部分も、私はそういった観点からの見方だというふうに

感じているのですよね。だから、そういったことを、道具ではないんだということを、

やっぱりどのように皆さんに伝えていったらいいのか、その辺について何かこう、あれば

教えていただきたいと思うのですが。 

○佐賀県聴覚障害者サポートセンター 

 それでは、今のコミュニケーション手段の道具なのかどうかという議論なのですけども、

もともと日本の福祉政策が飛躍的に始まったのは、戦後なんですね。戦後の1番最初のと

きの福祉が何であったかというと、戦争の現場から日本に戻ってこられた傷痍軍人という、

あちこち怪我された方、足がなかったり手がなかったりした人がいっぱいおりましたが、

まずその対策から日本の福祉政策が始まったということで、聾者については、江戸時代、

明治時代からずっと歴史があるのですが、その中の一つとして、単に手話を道具手段とし

て見たてるというところに流れてしまって、結局、厚生労働省で長らくいろんな経緯が

あって手話通訳者を増やして、派遣制度をつくっていこうというようなことに、流れとし

てはなってしまったと。今もって手話言語法を国にお願いしている中でも、なかなか文部

科学省がＯＫを出さない。非常に難しい状態ですけども、まず昔は総合学習の時間という

のがあったりして、小学校で手話の勉強、地域のサークルの人が来て、手話を勉強する、

学習する、そういう機会も非常にあったのですが、今やもうその時間もとられてしまって、

英語の時間に変わってしまったと。私はよく言うのですけど、英語を10何年やりましたが、

結局しゃべりもきらん状態なのに、全国的にそれをやるべきかどうかって、非常に疑問に
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思っていますし、先ほど山下明子委員が言われたとおり、ある程度年がいってから手話を

勉強しても、言語ですからなかなか身につかない。先ほどまで覚えとったのも忘れてしま

うということで、日本人の小さい子どもがアメリカに行くと、ちゃんと英語を話している

というのが、言語でやっぱり0歳から3歳までのときに、母親なりからシャワーのごとく言

葉を与えてもらう、投げてもらう、それでだんだん身についていって、1万語、2万語と増

えていく。さらに3歳から6歳でまた一挙に増えていくというのが非常に大事なんですよね、

言語ですから。ただいまの聾学校に入ってくるときに、なかなか0歳から3歳までのときに、

通常の会話ができてない。それで、聾学校に来て初めて手話をやるのですけども、なかな

か手話がうまくできないというのがあって、それがひいては、聾学校で国語、日本語を学

ぶのですが、日本語の使い方がなかなかなじめないという状態になって、聾学校の卒業生

が成人になっても、大体小学五、六年生ぐらいの国語力で止まってしまうということが今

常に言われているのです。それがまた職場にいって、仕様書、仕事の中身を指示した指示

書、こういうのがなかなかうまく読めない、あるいは逆に書けない。あるいは「てにおは」

がどうしても外人が使うような「てにおは」、変則的な「てにおは」になってしまうとい

うことが、非常に社会生活の後に影響を及ぼしているという状態になっていますから、あ

くまで言語として、ちゃんとまず小さいときから、学習勉強していくということが非常に

大事だと思っています。 

○池田委員長 

 ありがとうございました。ほかにございますか。 

○富永委員 

 今日は貴重な体験談、お話をありがとうございました。一つちょっと質問をさせていた

だきたいと思うのですけども、先ほどからいろんな災害時のこともおっしゃっている中で、

やっぱり、これ今の時代というのは災害を抜きでは、もう語っていけないのだなというふ

うに私も実感をしているところです。そこで、大雨とか、いろんな地震、台風など、佐賀

の場合はまた水害のほうが多いですけども、私たち、健常者でさえもなかなかその情報が

よくわかっていないというか、戸惑うことが多い中で、先ほど、安否確認に関しましては

サポートセンターのほうでされますということをちょっとお聞きしたのですが、安否確認

はある程度時間がたってからのことになると思うのですね。それで、災害が発生した直後、

発生時には皆さん、今、情報手段というのはどのようにされているのか、ちょっとお聞き

したいなというふうに思います。 

○佐賀県聴覚障害者サポートセンター 

 富永委員の質問に答えますと、安否確認システムは、行政サイドでも厚労省の流れの中

で、必ず身体障害者手帳の4級以上を持っている人の安否確認は、民生部というか、民生

委員さんを含めたところで、どういうふうな伝達をして、どういうふうに避難させようか

というのは、基本的にはつくることになっています。ただ、我々にはそれは全然教えても
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らえないので、我々は今言われた中で、特に東北大震災のときの死亡率の多さ、あるいは

生存か否かの時間が一応72時間のところで、非常にボーダーラインがあるということで、

一刻も早く災害が起きたときには、安否の状態だけ確認するということで、今、どこに

行って、怪我しているかいないか、どうですかといった内容をまずスマホで簡単なので

メール送ります。それに大体今どこにいて、怪我してない、大丈夫という返事もあるし、

全くそれに反応を示さないスマホもありますので、その反応を示さないというのも一つの

情報ということで、それをとって、手話通訳者なり、市町の災害対策本部なりに連絡して、

見に行ってもらうというようなことにつなげていくということをやっています。ただこれ

がさっき言ったように、登録率が非常に低いというのは、佐賀市役所の民生のほうと相談

して、民生委員さんの集まりが、各地区で20何カ所ずっとありましたので、そこに全部

回って一々説明したのですが、どうも行政の下請ばっかりさせられているという、日ごろ

の不満が非常にたまっていまして、そこでまず、一斉に何の協力も得られてなかった。そ

の場では非常にいいシステムですねと皆賛同を示されたけども、結果的には全く加入者が

いないと。障がい福祉課の窓口には、登録の申込書は置かしてもらっていまして、新たに

身体障害者手帳の登録に来られた方には、そういう御紹介もやっていただいております。 

○富永委員 

 ありがとうございます。なかなか今4.2％と登録数も、やっぱりこれは、例えばもう、

少ない理由とか、もう要らないとおっしゃっている人もいらっしゃるのですか。スマホを

持っていないとかそういうのもあるのですか。 

○佐賀県聴覚障害者サポートセンター 

 スマホは、結局聾者とか聴覚障がい者にとって非常に重要な情報源になりますので、結

構高齢の方も持ってあります。もちろん、使えないという人もおりますけども、所有率か

らいくと、5割から6割ぐらいは持ってあります。ただ、まだ依然としてガラケーであった

り、なかなか今のシステムになじんでないのもありますんで、そういうのを含めて、全体

の障がい者から見ると低いかなと思いますが、要するに聾者、聾協会の皆さんにとると、

大体五、六割ぐらいは今所有ですから、できれば我々も補聴器と同じように情報を取る手

段として、スマホ購入もぜひ補助の対象にしてほしいというようなこともお願いはしてい

ますけども、なかなか厚労省の壁は厚い状態になっています。市町によっては、それも独

自に対象にしたところもございます。 

○永渕副委員長 

 御説明の中で、盛り込む事項のところで、やはりその長期的視点等を近いところの視点

でやれることを変わられることという点でいけば、私はこの4番のやっぱり国民スポーツ

大会と全国障害者スポーツ大会が佐賀に来るというところで、このボランティア要請だと

思うのです。何か他県などを見ていると、やはり手話言語をこういう契機で募集したとこ

ろ、その定員が300だったところ340ほどに増えて、そういうことを勉強したいという人が
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出てきたというようなこともあるとも伝え聞いております。そういう意味で、ここに向け

て、まずはどこか実例として、そういう大きな大会の折に、少しこう、気運が変わったの

だという、ちょっともし御存じだったら教えていただきたいなと。もしそれがなければ今

こういうことがあることに対する期待というか、そういうところもちょっとお話をいただ

ければと思います。 

○佐賀県聴覚障害者サポートセンター 

 国体は、スポーツ大会に名前が変わって初めて佐賀ではあるのですが、1年延びました

ので、若干の猶予が出てきましたけれども、ボランティアの募集自体を県の実行委員会に、

早目に募集をさせてくれと。今、ボランティア自体の募集は事務局のほうでやるので、

我々が独自にやるわけにはいけないということになっていまして、佐賀の場合は、競技種

目は大きな県も小さな県も同じ種目数があって、競技運営委員という人も必要になります

し、ボランティアも必要になってくるということで、どちらかというと、例えば手話の関

係でいくと、婦人会のところの活動している層と大体バッティングするのですよ。それで、

福井県に聞きに行ったところ、佐賀県と同じような小さな県ですけども、これもやっぱり

お互いに取り合いをしていましたというので、我々としては、ちょっと手話、要約筆記の

ボランティアをいち早く手を入れて、確保しておきたいと思って、国体の事務局のほうに

お願いしているのですが、いや同時でないと募集はだめだ、というふうに言われていまし

て、現在、我々が今やっているその手話とか要約筆記の講座、これ一部、要約は佐賀市さ

んの委託を受けて、うちのほうでも要約筆記の講座を現在やっていますけども、そういう

ことで少しずつ増やしていこうと。幸い手話のほうは、サークル活動が非常に佐賀市は盛

んになっていまして、結構な人数がおられますので、そのペースで質をもっと上げていこ

うというふうには思っていますけども、なかなか若い人の参入がないので、そこのところ、

もうちょっと入れないと、4年後、5年後にはかなりの年齢の人が、本当に国体が猛暑の中

であると、本当に動員していいのかというような心配も一部ではあるのですけども、でき

るだけその若い人の参入をお願いしたいというふうに思っていますが、一つの契機として

はですね、非常にＰＲ効果があるというふうに思っております。 

○池田委員長 

 はい、ありがとうございました。ほかにございますか。 

○山下明子委員 

 手話言語条例とこの情報コミュニケーション条例の意義と関係性に関して、私たちは宮

崎に行って、やっぱり全体を対象にしたほうがいいなと思ったのですね。それはその手話

言語条例ということを、ここに言えば言うほど、同じ聴覚障がいの中で、その手話のわか

らない方たちが、阻害された気分になるっていう話を聞くことがあって、そうすると、も

う手話って表題に入っているだけで、もう自分たちは関係ないのねと思われてしまっては、

それはちょっと違うかなという気持ちになったりしたのですね。それから同時に、それこ



- 7 - 

そ、その手段としてのコミュニケーションの多様性を確保すると、私たちが提案するとし

たら、そういう幅広さをもって、より普遍的なものにしていったほうが、市民の理解も得

られやすいんじゃないだろうかなと思う部分もあるのですね。それで、否定するわけでは

ないと、さっきセンター長もおっしゃったのですが、そういう意味では手話の言語として

否定されてきた歴史をきちんと位置づけることによって、それはそれとしつつのコミュニ

ケーション条例というふうにしていくのであれば、それはいいということでお考えでしょ

うか。それとも、いや手話言語条例は先なんだよ、というふうに思われているのか、本音

のところで、その辺はどんなんでしょうか。 

○佐賀県聴覚障害者サポートセンター 

 ありがとうございます。山下明子委員のおっしゃるような御意見がありまして、全国的

には手話言語法を要求する全国委員会というのが、2010年にできているのですけども、そ

のときに情報アクセスコミュニケーション法をつくろうということも、ほぼ同時期――、

ちょっとだけ情報コミュニケーションが、2カ月ぐらい早く立ち上がっております。構成

団体は、聾者とか、それから難聴者の会、それから手話問題研究とか通訳士の会とか、同

じようなことでやっていまして、おっしゃるように手話だけかいという声がその時も非常

に多かったので、いやいや違いますよと、情報アクセスコミュニケーション法もつくるん

ですよということで、同時並行的に今進んでいますが、まだまだ進んでないというふうに

思っています。条例はどうかというと、本音で言えということでしたので、言いますけど

も、やっぱり選択を、自己決定させてくれという時にちゃんとできるような体制になって

ない。なければ、幾ら情報コミュニケーション条例ができても、手話のできる人はおらん

けんしょうがなかよという話になってはいけない。だから、いつでも、どこでも、誰でも、

手話ができるという環境を、ちょっとでも早くやっていただければ、まず先行の利得があ

るのかなと。それもやっぱり若い人がやらないと、ちょっと例が悪いですけども、ゴルフ

と一緒で、初めた年齢から以上ハンディは下がらないというゴルフの原則がありまして、

言語も全く同じで、覚え切れないというのがあります。ということで、我々も幼稚園で取

り組んでもらえないかということで、市町の教育委員会周りましたけども、全然聞いても

らえなくて、結局龍谷こども園で、あそこが私立ですから、半年間やったのはありますけ

ど、なかなか幼稚園の先生のほうで少し手話ができないと、なかなか連続性がなくなって

しまうと。ちょっとでもわかると、お昼を食べるときもこういう手話でやれるのよねとい

うのがあるのですが、なかなかその連続性がなかったので、今ちょっとコロナもあって中

断していますけども、できればそういうふうなところの底辺、若い層を特にやっていただ

ければ、非常にありがたいというふうに思っております。いずれにしても、何もコミュニ

ケーション法を否定するわけではありません。これは全国ろうあ連盟も公式見解というこ

とで出しております。 

○山下明子委員 
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 わかりました、それこそ盲聾の方とか言ったら、もう本当にどうやってコミュニケー

ションをとるのだろうかと。指点字だとか何かができる人が本当に少ない中で、どうやっ

て暮らすのかなと思ったりするので、そういう点ではやっぱり情報アクセスコミュニケー

ションということ自体は必要だと思うし、私たちはその環境の整備できてからの条例とい

うよりも、条例ができることによって、それを根拠にやんなさいと、育てなさいとか、学

ぶ環境をつくりなさいという後押しができると思うんですね。どっちが先かという話でい

けば、その条例があるからできるやろうもんと言って、いや体制がないからという御不満

もあるかもしれないけれども、片方では条例があるのだからやろうやんねという、どちら

が先かっていう点では、行政に対しても言いやすくなるのかなと。なので、できれば、同

じ人たち、同じいろんな悩みを持っている方たちが、それぞれがお互いのために、よし、

やりましょうとなるほうがより力になるのかなという感じもしています。ただ、おっしゃ

るその手話は早く学ばないと。本当に今から一生懸命やっても、薬飲みましたかとかいう

のが、その薬を飲みましたかというよりも、飲む薬という、その順番も違うんだとか、全

く英語と同じだわとかですね。そういうことも学んで初めてわかるとていうようなことを、

やっぱりみんなが認識していく必要があるなと、それは思います。 

○佐賀県聴覚障害者サポートセンター 

 さっき言われた盲聾の話なのですけども、今非常にやっぱり人生100年時代で、長く長

命になってきました。聾者のほうもだんだん目が、視覚が衰えてくる、白内障、緑内障、

なんとか障というのがあって、うちも日曜教室等やって、眼科の先生を連れてきて、それ

の治療法、予防法というのをやっていますけども、非常にその受講生は希望者が多くなっ

ています。一方で、視覚のほうも、今度耳が聞こえなくなってきたという相談が非常に多

くなって、うちのほうに、聴覚の聴力検査をしてくれとか、測定をしてくれということで

こられます。両方からですね。盲聾の状態に入っていくということで、とりあえず今国体

の通訳者養成の中で、手話のできる人を対象に、盲聾者にどういうふうにつき合ったらい

いのかという講習会を、長崎県のほうから実際に、盲聾者の協会長を呼んで講習会をした

り、初歩的なところをまずやっていますけども、そういうこともやっています。できれば

条例のところに戻りますと、表題には手話言語というのは、何とか残してほしいというふ

うに思っております。一言だけつけ加えさせてもらいます。 

○池田委員長 

 それでは質疑のほうは一旦終わりにして、次の疑似体験のほうについて移りたいと思い

ますが、よろしいでしょうか。 

（「はい」と呼ぶ者あり） 

それでは今日、言語聴覚士の方にも来ていただいて、いろいろ道具等も持ってきても

らっておりますので、疑似体験を行いたいと思います。せっかくの機会ですので、傍聴者

の方でも体験をしていただきたいというふうにも思っておりますが、数に限りがあります
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ので、全員に行き渡るかどうかちょっとわかりませんけども、よろしくお願いいたします。

あと準備がありますので、ちょっと休憩にしたいと思います。 

◎午前11時13分～午前11時20分 休憩 

○池田委員長 

 それでは再開いたしますが、これから疑似体験をさせていただきます。道具は全部で15

名分ということで聞いておりますけども、委員の皆さんが全部で8人と、他7人の方が、疑

似体験ができるということになりますので、よろしいですかね。それでは後ろのほうで準

備ができておりますので、そちらのほうに移動していただきますようお願いいたします。 

◎聴覚障がい疑似体験 

○池田委員長 

 それではこれから、意見交換をしたいと思いますけども、改めて振り返っていただいて、

お気づきの点、また、御質疑や御意見等ありましたら、どなたからでも結構でございます。

何か皆さんのほうからないでしょうか。 

すいません、ちょっと私から1点いいですかね。平成30年やったですかね佐賀県の手話

言語条例が制定されまして、そのあと各市町にも、条例をということで、要望書を提出さ

れたりとかしておりますけども、その必要性というか、県条例があるのに、市に改めて条

例を制定してほしいという必要性というものをどのようなお考えで、この要望を出してお

られるのか、確認をさせていただきたいというふうに思います。 

○佐賀県聴覚障害者サポートセンター 

 一応、手話言語法の法律を要求して、その次に、県段階での条例をつくって、さらに市

町で……、本当に必要なのかという話だと思いますが、やっぱりそれぞれの行政の役割が

違っておりまして、市町の場合はやっぱり住民直結型になっていますので、特に啓発普及、

それから講座開設訓練とかその辺では、もう直に響くし、それからそれぞれの婦人会はじ

め、各種団体のところにもお話ができる、それから旅館組合とか、その辺でもやれるの

じゃないかなと思って、特に嬉野では、旅館の女将の会というところで、手話の勉強会を

1年近くやって、ただいま手話勉強中、というステッカーを張り出してもらって、一定の

効果はありましたけれども、そういうのがニュースになって、やっぱりよそから聾者の人

が、じゃ旅館に行ってみようというようなあれもありましたので、それが、それぞれのと

ころでの啓発普及に非常に力があるんじゃないかなというのが、まず大きな違いじゃない

かと思っております。本来は、国がもうちょっとしっかり気合を上げられていって、法律

をつくってもらって、教育委員会なりに指示をしてもらうとできるんじゃないかと思いま

すけど、なかなかなくて、そこが進んでないという状態です。よろしいですかね。 

○池田委員長 

 ありがとうございました。皆様ほうから何かお気づきの点はないでしょうか。 

○重田委員 
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 手話関係では、やっぱり小さいときからやったほうがいいということで、保育園、幼稚

園、そういう部分でできない理由というのは、保母さんとか先生とか、そういう方がい

らっしゃらないということも一つの要因だと思いますけど、どういう形だったらできやす

いとか、そういうのがあったら教えていただいて、どこかからでもできたらなと思うんで

すけど、そういうのはありますか。 

○佐賀県聴覚障害者サポートセンター 

 そうですね。小さいときから触れるためになるので、保育園の中で手話ができる人がま

ずいないということで、実際に先ほどセンター長からも話がありましたけれども、1年間

幼稚園のほうで指導してみて、保育園の日常生活というのがあると思うのですね。日常生

活の中で、自然と手話が取り組まれるようになればいいなというふうに思っております。 

手話が言語だから、手話は勉強しなきゃいけないからというのではなくて、ふだん言葉

を発しているように、手話ができるように、そういう環境づくりができるようになれば、

変わってくるのかなと。どうしても、やっぱり今日は今から手話の勉強の時間ですよとい

うと、そのときは一生懸命になると思いますし、先生たちも一生懸命取り組まれると思う

のですが、そのあと、それが続くかどうかというのは、やっぱり日ごろからの考えという

か、それがやはり、根拠となるところに、手話言語があるということを知ってもらうのに

つながるのかなと思っております。具体策、こうやって、やはりその勉強会を開いていた

だいたりとか、市の行政の方たちもそうですし、聞こえない方に、かかわっている方、今

回も当センター参事がこうやって皆さんとお話をする機会も設けられて、こういう聞こえ

ない方とか、かかわられる方にまず手話というものを勉強してほしい、どういうものか

知って欲しいなと思います。そこから、やっぱり勉強したいなという、自らの力で勉強し

て、これを伝えていきたいなという人を増やしていく。そのためには、やっぱり講習会と

かというのはとても大事ですし、毎年佐賀市のほうで開いていただいている手話奉仕員養

成講座というのも段々積み重ねて、次は通訳目指そうという人たちも出てきていますので、

そういう学ぶ機会というのをつくっていただくというのは大事かなと思っております。 

○川崎委員 

 先ほど週に何回か講座を開いているということで、講座の中身はどういうふうな形で開

いているのか。それと同時に、国会に向けての対策等々もあると思うのですけど、この講

座関係の中身をちょっと教えてもらいたいと思います。 

○佐賀県聴覚障害者サポートセンター 

 講座の中身についてお話しします。まず、手話の出身者が学ぶ手話奉仕員養成講座とい

うのがあります。これは厚生労働省のカリキュラムというのがありますので、それに準じ

た講習会というのを各市町のほうで行われているところです。もう本当に手話の基本から

学ぶ、手話の文法とはどういうものか、奉仕員養成講座の目標が、自分1人で聞こえない

人と手話で話ができるようになるというところを目標としております。これが各市町で行
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われているところで、その次に、手話通訳、手話がわからない人の話を聞こえない人に伝

える役割を担う、私のような手話通訳士であるとか、そういう手話通訳を目指したい人た

ちの講座が、手話通訳者養成講座と言って、ポップ、ステップ、ジャンプで三つあります。

通訳１、通訳２、通訳３という形で、まず通訳１のほうでは、手話通訳の基本を学ぶ。ど

うしても自分が話す、自分の意思を手話で伝えるのと、第三者の言葉を手話で翻訳して伝

えるというのは全く違う技術ですので、通訳とは何かというのを学ぶのが通訳1、それを

高めていくのが、2、3という、3はより実践的に、こういう会議の場を実際に組んで、通

訳をやってみて検証していくというところまでが、通訳者養成講座です。そのあとに、手

話通訳者全国統一試験というのがありまして、これは京都の研修センターで行われている

試験なのですけれども、各都道府県で実施されておりまして、その試験に合格すると、手

話通訳者という資格で、病院に一緒に行ったりとか、講演会で通訳したりとか、そういう

派遣依頼を受けるようになります。私の今持っている資格は手話通訳士というところなの

ですけれども、これが厚生労働省の公認の資格という形になって国家資格ではなくて公認

資格という形で、平成2年から資格制度が始まりまして、今までで31回、32回ですかね、

ずっと試験が行われてきて、それに合格したものが通訳士、先ほどの手話通訳者との区別

なのですけれども、例えば裁判とか、警察司法の場とか、そういうより高度な専門的な話

をしなきゃいけない。そういう専門的な技術が必要なところは、厚生労働省公認で手話通

訳士が担うというふうにすみ分けられています。それが、意思疎通支援と手話通訳を増や

すためのこれまでやってきたというところで、講座の中であわせて国体に向けてというと

ころで、先ほど話しましたように、地域のサークルで活動されている方がいらっしゃいま

す。もちろんその手話奉仕員養成講座を学ばれた方たちもいっぱいいらっしゃるので、ま

ずはその方たちに、地域の支援を担っていただくリーダーとなってもらうための講習会、

そのリーダーが、今後募集開始されるであろう、手話で何か協力をして、ボランティアさ

んたちに、こういうことに気をつけましょうとか、スポーツ専門用語もありますので、そ

の専門用語はこうするんですよというのを指導していく立場を今要請している段階であり

ます。なので、指導地域で指導できる人たちを増やして、そのあとに地域で、改めて手話

を勉強したいとか、何か関わりを持ちたいっていう方たちに対して、その国体ならではの

留意点といいますか、スポーツの場でどういうところに注意しなきゃいけないというのも

含めて、指導していくという形になると考えております。 

○川崎委員 

 今、地方の方で、何名ばかり講習会にこられているのでしょうか。 

○佐賀県聴覚障害者サポートセンター 

 国体のほう……。 

（「どちらも」という発言する者あり） 

奉仕員養成講座や通訳者養成講座が定員を一応20名としております。これはコロナとか
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いうそういう関係ではなくて、手話の指導というのが、どうしても一人一人が話している

ものを見なきゃいけないというのがありますので、目がゆっくり行き届く範囲が大体20人

ぐらい。それよりも少ないほうが、より深い指導ができると思うのですけど、20人ぐらい

までは目が行き届くということで、定員を20名にしております。その中で、やはり上限っ

ていうのはあるので、10何人から、30人はないですね、22、23人とか、そういう講習会を

毎回開いている形であります。国体のほうに関しては、今は、そのリーダーを育てるとい

うことですので、これまで手話通訳を活動されている方、手話に関しては知識を持たれて

いる方を対象としておりますので、その地域ごとによって、ちょっと数は異なるのですけ

れども、佐賀市で言いますと、聞こえる人が20人ぐらいは、やはりこちらも受けているか

と思います。あわせて聞こえないリーダーも、指導していますので聞こえない者も20人ぐ

らいですかね。ともに学んでいる状況です。 

○佐賀県聴覚障害者サポートセンター 

 ちょっと関連すると、その講座も日曜日にやるのか、平日にやるのか、昼間やるのか、

夜間にやるのかで来る方が非常に違っているので、各町それぞれ工夫しながら、順繰りに

やったりされていますけど、なかなかそこも難しいところですので、だから実際に戦力に

なる人は昼間働いておったり、いろんなパターンがあって、あるいは子どもが小学生だと

まだまだなかなか講座に出られない。厚生労働省の規定の修了証書がもらえるのは結構長

期化、半年間、毎週例えば1回とかですね。それも1日4時間とかなっているので、結構

ハードなのですよね。なかなか、そこのところが難しいところになっていますので、いろ

いろ市町で工夫されていますけども、なかなか難しいところがあります。 

○池田委員長 

 ありがとうございました。 

○佐賀県聴覚障害者サポートセンター 

 先ほど説明しましたように、聾学校時代は、講話の訓練ばかりで苦しい時代だったとい

う話をしたかと思います。日本語である音声を自分たちが身につけるということで、ずっ

と苦しい思いをしてきました。小さいときから、自然と手話を身につけられるように、社

会参加のために、聞こえる人の中に入っていくために、音声を学べというふうに言われる

のが昔の時代だったのです。私が35年前、ヨーロッパに行った経験があります。高齢者、

全部で20人ぐらいだったかと思うのですが、まだ私は25歳のとき、ヨーロッパの視察に

行ってきました。高齢者と一緒に、そのときに大変驚いたんです。35年前の日本と比べる

と全然違うな、フランスの聾学校を見たのですけれども、聾学校の校長先生は女性だった

のですが、聞こえない聾学校の校長先生だったのです。聾の教師もいっぱいいたのです。

聞こえる人は、もう手話ができるのが当たり前、うまいというぐらいのレベルなのですね。

子どもたちと話すときも手話でコミュニケーションする、交流をするのです。日本語で勉

強、勉強というのではなくて、遊びとか、校内活動の中で自然と勉強ができる。小さいと
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きからそういう環境がずっとできている。それでちゃんとできる、それでフランス語で

ちゃんとできるというわけですね。またその養護のおじいちゃん、おばあちゃんとかい

らっしゃいますよね。そういう方たちも手話ができるのですよ。学校にいる人たちみんな

ができる、そういう社会が日本に必要じゃないかというふうに思っています。それが1点。

もう1点は、高齢者の手話はなかなか難しいなっていうところは、未就学のおじいちゃん

おばあちゃんで話は難しいというのはあるのですけれども、でも、日本語でというところ

が、日本語でしなければいけないという基礎ができてしまっているというか、そう言われ

続けてきたから、だから、新たに手話を学ぼうと思っても、なかなか入ってこない。それ

が手話でもいいんだよというので、徐々にほぐれてくれば、また手話という言葉で自分の

思いを発せれるようになるのかなというふうに思います。日本語ではなくて手話っていう

基本にあるということを、まず理解していただければと思います。私たちには手話がない

と生きられません。それを御理解いただければと思います。よろしくお願いいたします。 

○池田委員長 

 大変ありがとうございました。本当に今日は貴重な御意見いただきました。聴覚障がい

の皆さんの思いというものを聞かせていただいて、また、条例制定を望まれている、そう

いったことから、私たちもそれに向けてしっかりと、努力をしていきたいというふうに改

めて感じました。今日頂いた意見をしっかりと反映させながら、やっていけたらなという

ふうに思っております。最後に永渕副委員長のほうから、御礼を申し上げたいと思います。

よろしくお願いします。 

◎永渕副委員長挨拶 

○永渕副委員長 

 本日はお越しいただき、本当にありがとうございました。 

 


